
ギ、持→ 2 木の直線が詮まし之も 2 本的基
線 lま交のう匂い線左平行線

の

－－－－－－・－

4 
札幌自主夜間中掌 2 年生 数ず Nるよ
図 if~ 1 通常泉角高セ平行．受謹」 担当・土友田

之0 08与 SJ:I 7 B 

包

寸ぃ ~.t< へいめん

金星→平面 l亡 l重角にま

の

’
i

：
ロ

⑦ 1 ：背→小ざいし事し ぼ。ち
言説→点と長をむす，3状、すく、な線

① 
じわる L亘手泉

⑦ 

「
ヘ
｝
〉

~手泉ほどれで、

しょう
@ 

伺Iv

E→線 l二方、こまれた
ζ 三 3.

@ 

平面平

点と点左 i量線之、つ匂いて、L 、 3 い 3 もI
三筒形苧四角形芝方、き 3 しょう．

面

（まとめ〉2. !72 本の直線カまじわ 3 とこ 3
魚ノ→簡の大き竺を、み 5ピ位ふます

(2 逗の聞を反令） . . . . 

~ . 

. 
. 

。／ ゅ角 主乏 @ 

讃宣→筒のえJ

3. rff1 さ→晴、春、方、ら②の線に星高に業
存台、 会」rう之ん

わるよっに t重手泉をひきます

②／ヌ ⑦ A甫点

引
ルp
ー

の晶
門

局
一

• 

~ x ヲ＝
ヲ x 6 = 

7x9= 
ブ x 8 = 

. 

一
一
一
－

ハ
γ
I
O
O

X

ﾗ
 

F
O
P
O
 

＼
ノ羽

田

e

畠
ト

4
甘
．

〆
f
1
＼② 

①！日ロロ
吋高

⑦
 



B
 

2

刻

応
島
田
悲
一

m

r
皮
洋

学
的
分
似

数
義
2

年
目
文
田

2
m

り
友

形
け

や
マ
図
担

中
’
q

間
三
守
坊
州

、
夜
い
的
史

、
主
3
な
問

白

r
x三

怒
一

友
2

よ
込
形

幌
国

ー
し

ム
ルa

ー
ゐ
心
r

m
存
『

w
p白
川
’

～w
＝
一

択
。
問

ぞ
直

. 

作とうへんさん首＜： I折、

ニ手足三角苛タ

’ 
。

色いさんかくけい

正三角的l 

ミ
／
／
／
ヘ
1
J

. 

ひし形

. 
’ 

せいほうけい

正方都

r 1。忍の長さ l
o 角 l立 i直角

2 

コか 乞品、

三角文夫見をイ史ぃ点、左~~直売泉を玄そ 3 しよう。6 
平行

へい z うしへんけハ

平行即辺約
~ ょう 1まうけい

長方形3 

. 
. 

liri

--

i
}

liltt

-
till 

. 
生直. ー. 

@ 

イづ
－＼ら／

の

⑦ 

一－．一一一. . 
. . 

惨

た．．いけい

L礼 .ii:.~
ロ II ~ 

同
地
平

よ
は。

＼
＼
べ
＼
＼
＼

4 



札f更迭友登戸主夜間中孝 2 年数玄せ包陥 3
図形 3 正方形、長方形．ひし干「九の面椅

ヰ見当土及回 !2 0 0 8 占f- h R4 9 

l JE 方 f多 長方 -=ff.タ

（
会
聞
で
）

不
1
3
ω

↓
一

’I 〆’＼

i 書：l
Cm.~ 

＼ーノ

ム
怜－ S-Cm ーぅ｜
（底氾）

l• 3cm •| 

（底辺）

本 3cm λ3 Ctn = 9 Cm.2 ’式 Sc肌 λ3Cnt = I~ C.ｻL4 

面移 lま「IEよ乏 x 摩1 ~ _J てもζめます
く子練習〉土枇内車種をもとめましょっ．

；式
Cm 答

..ｱ.. 土色

|• l 0 Cnl 

2 ひし形一一rSt~i . 
フ「 面積 lei

ょこの）（ $.てハ斗 η ー
対角線円対角線、 ι

急；
·8C爪 x 4c 爪 ÷2 """16 cm.2 

l←一一一 D Cm 一＋｜

く争末習〉
図約百3箱、をも乙めましょう

|•- 4 cm. -71 

T「」i← s-c仇
3丈、

cm 

下
3 
cm. 
ム答l 

《 Jう‘＆け》
10 C肌メ

式J

lr ... Jr 
’Zコー

4-cm. 

式

名与

「－ -ｷ-ｷ ｷｷｷr 
l ーさん 3う いま むかレ たんい

iぐ参与〉ゆと昔の単位
. C;~~ ＝－平家セシチメート Yレ1
ｷ IX= 3 O .3 cm l 問＝ 6尺 ＝＝ 1~2cr凡 i
• I 孝三ら尺平方 ＝ 3.3m2 



/2C11L: 

司ーー－－ 、

I 0Cliし

＜手~習 〉
；欠の 平 行四辺形的度！殺 をヰミめ ま し ょう

② ① 

木し限速友整自 主L夜間中~ 2 年数意7
図形ぷト 平行四辺彬 台形の面積J

担当 j8..._ 回 .2008年 6Fl!! E 

トRJ4

一→l｜十－ gen 

念i

Z与

次《台 苛少 の面移左 オζめま し ょ う
の ι4Cけ

: ~C11 L 

ゾ
← ~Cm → 

土 色一一一←＿_c ’ 

← と）Ct!L --?I 

品玄

来＼
」」

（ぶまけ）次 '7l [lJ 1fJ V7) 面積を粉、s しよ う
長－8c丹L ~ 

三＼

民句

平行回i2乙 ，〆
『じと

白う符~ Iま長方守去 にれを 支え マ オミめます。
一－：· J三街れを

~I Flパ 1 - 1 ＋. ゾ 問J
：： ；ト.／J.:t:t-f .一時飢
ト ，~c爪寸

｛~ 主忍

ご）CnL x 4 cw＿ 二 2 0 Ctll2 忠良×書！て＝面積式

台汗タ2 

玄J

肌
汁

ρ
」
仁
川

l’j
’
：
リイ
」」M

h

ト 玄J

陥ケ

’ rt 

足ト
（下底 ＋上~） x 屡1セ ÷ 2
(7 c.仇十 3 Cnl ） λ 4cm..÷ 2 三 20cm.2 

ョミ



札幌達夫きと自主夜間中＊ 2年以す的5
図形 5 三角形的角度と面積一l

ヰ且当 土P..回 ..2D！＞~与 b~~B

ー
及
、
及
、
友
、
反

の
⑦
の
針

。
助
命
令

、
ペ
ノい

＼
臥

本
M
U

め↓
水

色、及
r

名
門

図

三角形的 3 づ的角メ支のフ下口は l ~ o友に
なリます

2 三角形の痘！椅左＊；めます。

下室下
一一争 I I fr1. ~~－－…｜…｜ あ方

司Tラ
t
l
『
川
． l i 

畏： 方汗多の面積 1 利用します t／ ~I ビ）

底忍λ 高1 セ÷♀ .r~~ 

｜←店主 .l2?:, •| 

｜←店主主Z乙→｜

iT 
I[ぢ！

ー＿＿＿rLL 

平行田J!!_ff y （／＂＇）遣う手責主ヲ利用
します

｝玉立乙×喜1で十二L

（平行田辺Zわ 《 半分）

〈練習〉
の 図形的面積を来めましょっ
U ① 

|• 5 CtrL 

（広まけ）

の
7CWl. 
小、

ー ー － __ .J'ゴ

|• 6cm. • l 

② 



、
訂
正
版

B
 

O
/ 口

付
ウ
／

中
写
年

’T
d
\

g 

会
ゃ

ω

年
」
2

2
4細…
回

面
友

J
一
円
守
のJ
h－一

中
円
担

ぽ
と

、
一兆
円
八
一字

、玉
川庄
U「

白
《
問

、
諒
一

天
6

t
一一
わ

問
問

一

j
」

ム
ト 町． 6 く繰~ ＞

①円 間 小イミさを；l之内まし主カ ③同町屋i殺を求ム迂しよう，

A. ~B 
Fl 周杓長さを 71z· di'；寸：

。 問 問キ lま 円同庁、 L車オ歪 m 作Iイきにあ た~ lJ'o 
ホ 円周 十 t重 マ·~ ニ 円周字（ 3 . I+) 

o 小わ＝踏x円間半 己主
円 閣の長で

ζ －－~ ~~＼ - ~、

/ 

. 

首 字三 ーー

千オさ ~－r~i14長司 J室 B，答一一一一一一一一
一 一ーーー 一－ー‘～ ー ‘ ー － 一－ 一ー ー・一－一一

半分 • 1 どんどん介きI 1J 寸 3

亡令

！で一 ー

円の宣iが lま

寸 τ
,. ／一一－－－－－－－－－－－－7 ヂ盃

」L
円問 《 辛今 一→！ト一円間的半分

よわ図 F 面積 l刊問め 半介 x 半径

（門間グ 半ヴ〉 二 半径 メ 円 司字 ）
ヂ径 x 半径 x 円周宇



図苛今 仇体積をも乙めましょう，くれ、まけ〉
阪 72 年数学ネし~｛ l玄友塾自主夜間中学

図的ブ（紗） r主体内体格」
..tE. き土天田

L __ J ___ Jl 
〆！ど4crn
怯 6 Cn-t• 

円 柱

8 
Cnt 

回簡本主

1 

5乙DD g斗 7 月 lb fl 

ちzく ｜事行たい 7といをミ

直方 4本のイ本格
手方都~.. ，ナ γ固ま vll た汗夕 、 ’または長方形
と正方形て固まれ た 形。 リつ 併たい
（ 正方市 1三けて、 固まれた形 i立主方体 ）

1 

5 Cm. X 2 C11L -=-I 0 cnr 
（定首00積）l 庄 E Jト

,, 
吊1
守’

~en 

体格 ＝底面面積x高1 さ／包－00- kみCtn
1←5c肌

答答
I oｷcnt x gcれ＝ 800~

平作 l1IJ刀弔

「－7

..＼－＿. わ l)

£一ーー

円干子公

~ 

I I 

く図宥多 何 ~·、 て？う い ＞

ひし fl乞

＼／仇
／
＼

－
一一

/ 
L一一一一一一込

台ヰ干・4

ーー＼

立乙方苛仏

己

く角柱〉 産 E i ＿，／竺角的， 田 区1 1t1 . もめ さL
そ れ その 三角柱 . ITD 筒柱と l ＼つ
（主主！方円手ノ m も めを 商業〉

さI ［ご ／ I nL~ C 立 方うメ F ト jレ）
た マ ， ょ こ 庁l で か I n しの主~iネ

l つJ L. x I nし λ I f 1 し ニ j n ~ 

、

、



札1究遠友整自主夜間中~ • 2 与まえ考特別号 ④ 台形の面穂
夏休み授業（ 1会1 陵中考枚）「図形内復習」

の長方切の面積
担当坂田 200'8与 7月30 日 阿 汐｜

支

L..,. / 

I' ¥,. γ一→l

② ひし汗少の面積

③ 平行四辺形内面楯

果、
日

ヌζ
ιJ 

容

...-&..... 

、ノ

⑥ 円 m 円問と面積

急与

00穣 ＠角度
昼答



E
h即
削
れ
れ
一γ

川
手
以

i
2
3

千
一
ら
／D
ク

G
o
ア

w
t
J
欽
に

衛
庁
必
ず
パ
－
人J
J
刀

j
vハ
〉
〈x
x
x
x
x
x
x

ア
J整
一υ

）

t

乙
の
／

G
Vク
ハ
ノ

惨
－U

げ
－JU

一j
h
w
一
抗3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
K数

飾
む
か
川
仰
の
本
かl
1
1
1
1
1
l
i
l
i

－
－
い1
1
l
i
t
h
i

－
－l
i
w

け
し
：ω
れ
国
口
口L
一
〕
口
口
コ
己
口
一
〕
ド

強
／
／
仇
穆
ク
店
十
一
、
午
ノ
ミ
閣
す

g
t

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
二
一
七
一

墾
バ
パ

Y
Q
L

ケ
い
仁

J

放
け
一

一
一
手
げ
い

d
口
二
パ
リ

M
l
之

3
4
5
6

ク

8
9

／
－W
↓

ω
一

一
応
紋
己
完t
J引
会
刀
バ
X

紋
μ

砂
場
門
学
年
μ
¢
？
と
う

o
wグ
け

8
r
H
一

イ
ぽ
待
行
ν
で
本
ひ
台

υ
W
初
之
釘
叡

〉
〈
〉
〈V
〈
×

x
x

メ
メ

v
〈

え
〔
リ
ん
（
つ
ん
ハ
ソ
ゲ
つ
，

K
之
之
Z
2



笈 l学 /l0~8 警款の／怯唆ω 2.Pt?~ cf, jO 
えのほ放ぱ 、3 の磁 i又は

間し＼CJ). 2 と 3 に実＇Ji幻老教をあげt ましょク＠
乙これ三えと3め広／必絞り

まとめ
ほ絞 ーある数（亡者三絞乏がげた数二
~＞； ta'' l;¥ 

広イ多数一いくフがの数（乙夜逸な像絞
お じフは信：5災れ~わな ι ノ

fi} レ1②千のほ放ちあゆましりくrト払タ科 >
失 8: f之、／ぷ、 2tJ、之内之~ 3；乙 36‘ 6 0 …『

(3 と千の~＇
p凡③ 3 と千の公沌数玄あり、ましようοtj＇~各家／

／九 2</-, 36. 
「 ゃくすフl バOOo~~ (o o __ o) 
12 約数υ巳》符 司匂

L 2.(' l乙~が iスこあクまず。あまクが， C＇ な
v) ct うにパγクプ、めする p lまと二いう？りげま

す衿くをrJ V きるといし＼~す。〉

ふ必ニデ付こデク？たフ勺＇ b2フ勺 ！ゥウがいの日付
lえを孝リリされる雪之丞！？参j りて三？れる数約者均1a
伐の約家にレ i レ 1 す ~！~ 3. 6 むす。
（えの余今季丈（trラ~3. ~6、／乙 l@6 と l2 にデモ通βゑ今考文は
まとめ パス 3_ 6 ·z~す川明

約薮ーある数乏あまソが、ぬないよう｛じ
多lJ りをれる数乞いう。



鳴《今 ;Vo.3 ねレング筒勉

間しl ，汚濁二ちダフヲ毎金全しεう

ο ） 4-, 

(2) 5 写、 C_O ‘ l~.、 2.（）~~·u_‘~

C3) b_ 6~~J~、 ~え今、 3-0~ Jb 

〈千）ク J ケ、（収之！、 2~＼ 3！＞~ 似

C、今 P

仁 l~

乙ケ〉 :z 2人 件、 ら、 倍、 ( 0 ~ l てと

ゑ前

f乳1,

(!) 

どユ）

Cテ）

[ !i)

(6) 

（ク）

くま〉〉二の喝か与ヌヒ千の I 1考委k：を（含）
なトつ寸エヨ

仁ヲ） 3 と sの広イ長老欠乏 Jiつ lナ工つ。 C<t) 

約翁こを フ奪をましェうp

生一

I 2 

ls-

l8 

ュo

今と 12 lユ均亀：ずゐ約数（ふ徽〉
をみつけエうD

6 とほの／ふえそヲミザ久乏みつけc!~.，



手し t後進友製飽きL友閉じP孝之芽生 2WS'. ヌ 3

－（念ん li0 の象のあ今Jf7 レ労ー

。人の委叉々争力？勿の放ちあろわず崎iま
ぱんぱ。な象はない。〈程表丈て場らわず〉

G 身長々 It~愛乏あウ彩すθ考 l志、ぱんぱ。
なをか“弘之くる＠

ほん f-d:o な乏のあらオフレ方 L~ta: えつの
つ方弘が・ある。

(b であらわず。 I V1'れ々＇ 11し乞
to等分ι？とり、 ［ 00等分しfv~ 氏、
ばん li0 ＂£あらわザ。

! （／＇－わんト等女：で方らわすと｝ L ... . . r.i Ju 
Q. a I t I I t t. l l i併し

に i mを（ 0 ~寿命
！っぱ o. 111'し l 、 ; 

t/\fん tr>...... ~ 
「－ ~ I 

ひ令の手乙て~ l刻、え Wl 、μ凶

（まぶ／l<t-0のゑさば 1~ち 5フ lC-
〈之〉今多文であらのす。ぱんぱ。の愛で；かと ダげ？と l フタの 1之さ？で；、

｛乙 {J-る委し乞ばれていくれ久 とれき T 十竹しじ重うらオフす

かものゑさ｛衣料的‘！叫が今 i去mとね



少数②の l.

（ゴメノlfで、
l i.かるよL

らうとけばんのv
zつ之‘’ 1 ~ （~fJ~ 

それをムftt-¥j 
（！乙玄ユ等分した l フ）

( lQ （乙とがあふれtI I 云2断材

庁
N
W

F
均
／

.
AMp 
u
p
 

--IIIl

FI 

1
1
1
1
1
」

五
円
一

川

Eパ
’
一
一
ば

ノ
一
。｜川時グ印象さ 1イ同州何

とあらわします。

一一一 ーーー

ゑぞ托l 、 iJ?_,11 なく、伝法々 ジムース＼ァになb'
の多三方（まん （ 'J: 0 l守補1 の ~7)~1ぶゐρ
それを分数乞夜。（ jうらオフ レ之みよう。

lけ~~~~~l
伊持容宅笹

( m ぱんぱqぱ！とち（7 ）等イケし7三！って.＂｛

プ l古 、②の受 Jま とあうわす

湖務調緩義明i

／づ

ちを後
② 

この設すに会~flまいると
夜梓川本後 ld: l リりト！レ
( I ~乙三 ）ある

r、

空ず

州I J_ ＿ ＿一一一
以ソ トlレ守す

倣穆 －向三／ジ久
①／以＼〆ヘ〉 t: 

一…謬ージふースの愛 i忽？ ： γ



札後進歩乙整色支決断"1~与え.n..弘 :J..ooff. 玖／ρ

タJI丈モの② 紋字;Vu./0 （級者宅金）

i 杭ILiをえ等分し？と及三 i 綱初支閃

lm-£6.等グレわゑさ l伺加が
とあらわしま歩。

·~托l\ tJG＇＇なく、長、延々シレス、ァにな＇b'
の象布ぱんぱ0 （伊織すの i~~.広ゐρ
それを分数乞枚。マあらわレ之みよう。

/! イ叩 このますに会~F'tまいると
決ペゑ川本傾 lま（リりHV

／ムー－－ t;;) ( 1 －－乙 5 ）ある。
以ソトlレ零す

線後：向ラ／ジ久’~ミタ：？
①／ん」」ヘ〆～＼〉

と
l レ

ジムJスの愛 l忽？

ノ分欽②の l.

A
M
W
 

>
h
/

A
M
Y
 

れ
－

p
ル
イ
7

1
1
4
 

。 jま－

！え｜と｜ ?P lまんl'J:°で
ι l i-かるよー

! らうとe’（まんlfが4
Zつ之 a ’ 1£ノ（乙 1j:み

それをム立とd
（！乙玄ユ等少した！？）

① lQ ぱとがあるのでI I がとがわす
符qj

ー一一ーーー「

’ 
宇田・・円・ー、，，b ・ , 

( m ぱんぱ。ぱ！とち〈？）等イケレ1三！ってぜ

ア l宮 、②の受ti とあう妙



令室又②のえ

閉し＼ . rの①～＠の愛をタテ紋で・3あらわ佐合

CD ② ③一一一＠

まとめ
イケ数ーノト荻と l~L~1 l のほんはQ（／）乏のあ

うわレガ。

よみ方ー すま μどんの！とよ心
i�f l と 53 ミルの i 川。

1了→参七よといぅ
豆一→務匂Jもいう

づケ数の程類

員分数 ーすけ、分母よリノザ倣｜
2 ／ す／ す ノ す

私tl

孝介数←整数と養分数件りてい
あらyわされている分数．

1去 I 2チノ 5l手
紙夕荻一 手が’グケ母子~JJミさc.¥ ljJ 

去に。〈こ料、う殉ずる〉



十

＠~ト（ゾ）ー

十

！到のjf方形 iま
i ソット lレをす左
めらわレてい零す

これを分紋て＼lかすと

わか ii@:

え十一寸＝ ~ 

一--fナ -f.=::_ ｣ 

十

一ーか fニー ヱ



一－－£十一一七一－－£

＠~トヘf、－－－・

一-J十 一一死二一~

一ーか一一元＝一ーイ



ちPな②のえ

聞い．ヂの①～＠の愛をタテ紋で’あらわめ

G ((@ 

口
一
口

の紛銅
山口口

一
口

• 

まとめ
タ数ーノト放とla~'1 のほんl((Qt/)乏のあ

フオフレフヲ。

よみ方ーすま μどんの） ι よじe
i÷ぱ！と印刷と氏

ム ~ 1r~:t ~ いう
I之 〉幼匂Jもいう

イサ数の後委員

れ数ーヂトチぐ竹υザロ
玄ノすノすノ吉一

孝介数一整数と集分数件ロて”
あらオフされて tみ 1r数

吃 I 2壬 I 5" ず
は今？獄－ ~ 'IJ ＇＂命令よフヌ芝（.＼令

おし〈こ刷、うヲ脅する）



冷Y
W
K
い
~に
~ 

GJ 

久J

十

戸町3

十

代3

¥ l 

「てる

e ，~ 

rr,k 
~~長

ー
ー
ー
込
け
｜
｜
向

川
内
～
い
ち

＼
今v今
ラ
，
一S
C
入
宗
門
3

手
紙
々
、
ふ
綿
一
似
’

S
今
日

A
3
3

パ
F
J
斗
叫
寸
附
ポ
「
、s
y
r

－

4
V一
」
叫
ぞ
「
一
叫

r，

h
f
L
9

「一 ーー ー 一 一一寸

I ~ 

~ - － 一 一 ー 一」

｜
｜
l

応
リ

？七

r ー ーー ー ー ー

し



日
引
£
る

i

わ
よ
／
む
な

で
一1
A
l
ι

一

一
い
か
が

同
！
一
又
β

作
れ
じ

「
－

…mm 
受②

 

♀ 
/6 

三一手会
• 2 ュ

ず
ム
ヴ
ん

xg 

うρ

／ ι 
ﾗ8 

｜ノ分教のイグて与とタヲト凶司じ数字’
i(;' i1-z.方、そのイア教の丈三宮さは窪めら

u ど（L ,0 く少数η 笈各ムメくを仰がな，，）I 
乙わち係って妥少すの存レ3奪p場玄
々ヌョ

の

P

八
2

一
手

ハ
υ
レ

ム
2

求、次ト作放かゆかてfl？で
l tゐ



が／ 1J~荻5 例（丈問等しい微bくタ｜： 11i付して向じ弁寸け多むこノ愛知
| ｜ ¢匂~~~1 算する。〈こμ玄猛努）るとい交

前回↓-r 11作 ＼） %iY でt 分殺の変身（仰、l)lぜ似て！ I 地
令、乏のイ労者支mメこささ！まノ支って l l 役C））乏勉強した。｜ 統領え況の計算εやってみよう。〈通仰いう

チ s- 6 I ないわのわぱl＼ってい手記）

::=:: -0γ ＝ア万一三又芝 | ①三ー半ーL-
-: 3 I 3 

_3  _-9-_S_A 『
ーす一万一方一／8 I @_L 十 ム＝

二乙 千

3 :::::::: o _(_ -3:-
2 - -9-

I C¥ s- • !)" -
Iι←l ’ーーーー｛ -1 －－－－一一 ーーー－

I ¥.!/6 ｷ 8 

広1丘 一上三
| 》ノグ ／ρ 

｜ ＠すーす 2
I (!j) 1 す ーす7 二

（む _j__ _J- _Q_ 三
ーも 、 7

/ - z 
3 - 6 

0 ダ紹）分乏？と分子に盟主妥与をかげ初
介教のヲミきさは変わらをt,L ( ~京＼会〉

2 r-ご＼〉く〉
~一 写忍ご

@ 

@ 

練習1β乙
(j) ーム三ムよ

，）－」ーど;:;pI cフ
s:入Z

.:.fp三五許

③え←＝＝ Ll 
J」一－斗んυ

ぢ王子



且《分考浅廷で·fill~＇う》糊！こ較的は。
、入実在主イ受？てのぺ⑤将、の受を薩初
予「＇ 8:"{ t.1;"tてH苦己入しミトレェう。

荒川努〉者多，没奇怪伺王 f守 1物中）~宇治数学 08.10. 刀剣句域、

. !Vo. 手舎の i 今季にら（変奇数・重L今iJ .約メカ〕

I. 愛身ざぜ占う
( I ＝＝立l ＝＝： ι_J_ 

｜之
！弘ソトlレ苛すを便フて I~ で’金~＊っすι

子宮ア

2 ~ ) ＝＝エ , ーーーーーー

＠すισヂ

改しte併を
IL 会すιす3

，.・. 

4
一
い
U

の）

3 

( 4-£ @ -4-f 
（ト手イ レ色丹ぷう，グ〕
＠えつら左 I~ であらわれ、め拐で、し工うか？

純文ンひ見乏佼ヮて、 2手の苓？介ち者、色で’
YJi:;わしておエう．

d
b
 

⑤ 

こZ.=- 4 _ ＿.チ
3 3 ヨごー一一

一色ーよ＝乙一）- 3 Ljι 

ー{ 

- 
-

一
之U
Z

イ
一
ぇ

一
一

② 

一〈ベ）ーの _2 - (I.. ) 
っす一 λo 一一王子

2」一色__J
5 (0 

~ 
6乙）二一
千手

c.2)-= 
3 -3 

包）三一
2 え

(;;t）ー－
T-1 ヌJ

今季ζのイケ4ーとイケテに ］司 U数乞かけてでフ、ぞの
タ萎えの犬芝さ lま／~わらなt l とわめた。としウニヒ｛氏

介なの /ff々 とクラ引を10..＇..者支玄受！見＆その
今数以き芝 IJ:~わわないといえる。これち

こ内綬突しιいつ。

工．変身ゴピて、意11 しよク
一〔エ」一／ニ立一_2α ｜ーす－ 3 3 け >

アー－..3 ~ 3 

• 
/ 



@ ⑬ 

いコ ドコ
寸 >v ＼一

@) 

~~ 
十

言斗lw w~ 

⑥ 
仁川N
十

司ω
¥¥ ¥¥ ¥' ヨドτω 

ωトコ ーや｜ω
入ム

トlev
寸可1--D

叶ねり
トコ v-r1~ 

トト ~ 
高い

@ 
w¥-
十

σ「）w

小JN

寸
守、＼ C♂

小ト

Qァ

勺｜ωぷt
十亡；

刈ーナ
¥) ゅト

町快じ
にy

⑥ 

4-

o、＼vt

爪除ミ
ミ

③ ③ ⑥ 

Nトぷ広ノ

⑤③③＠~ 

句＼°＇ w!N 

匂＼°9 uv)c.v 

Co＼~ (u ＼ぃ

、＼0J Cu卜

-f'¥-

守、iらや｝1'=> 

°＇＼°＇今jゃ

叶ω やド

ベω や＼N

H－－－－－ド）－

~1内句トゃいき

Nj~ ドト ω卜当
¥¥ ¥I l i ャ

寸仲
村ω 句）小時ど

」L ·~1~ dドム



fレ？ゑ弘元L争協夜間寸マヂ 2紘荻手/YD.ノデ-rI 
~7 介守も と 点、 I／‘ 5'. 想主ら免Jf

ごの~ヂ3℃

iり~v\-l~五
③ 

ここは

② 

九

② 

ょこぱ

一一－~一一ー

/,} 
メ；’ l

とこ t'J:

タ表之の抄＼｛ア算マポめ完了 iま閉じ、でt
令ぎ~委：：＝＂（ あ 1乙リ愛 X いくつ分で1/ttめるa

問題 t
ヘリ（－：.'¥ () ／＂＂.ぞち阪リゴ二ず。 "lmデのへl＼乞ぬるの 1--:_,
へ。ンうたはヱクット IV~受l＼；；仁レ存。ヘけがn3 附子
初ふイγ欠ぼ祈リットlV.必争色、しまうむ

必等マヘPシ々的盆ぽ -
:;2,（どの x 3m::== 

‘ 
、



伺緩又。…~L
々ン々乞務~~して可！帆ユのへいをρゐの（三lJi 
仏プ

向宇レた。ベ t ＼念号？ε抑ゐのι必受5なぺ〉々σ
い乙ら乞いし~？o

気〉

ﾗ
 

斗
け
ん

三一〉く
乙 づど

（ム金
ーアは iえちくかり粉レf乙切なめでスb~e
. .zJ-ynラL~lj:.ヌ：；1Y''-:J ( 3メグ〉こあふれて「3×／伐
T ’ j乙x~乙

3 v !/_ｷ 3x// 
ー一一ー－ x 一一一ー一 ー一

Z ドヂ －3とふ…
沈降グ



押し？たど乏ゑ象台五点矧ザ手
づケ手交二 8 わリ算

介透又の教j 算

1怒q 算とiま、与と砕の還をち、いくフかに）司じ’に
タげて、 i 勘九リ受乏必ず諺f算のニとでレ1乏3

3丸、 l《危訴の愛ートいくつ今 ~1 ぁアオ愛

〈イタ｜条重！〉

なの花火凶かラなT三~~とyてなf三糾鼠乞ワ乙リ
診す。わんの方くで lまえばの畑かラ企• .tf-c, 
d十立の手色紙誠がとれ手レι0/!lf/ hぽιつ乞
；訴えの；ほ7カvιれまし？三カ~p

室；

〈ペヂ｜緩又〉
P芝んの湘 l定、 j 去？ゲきあ同す。
乏こか今な？とね禍 lま t金持て＂
1 がとれ手したo l rn;-れクでば
いく乃とれまレf三吟

~＇ 

え九叙戸手ハ/0.1s+/
ぐグ♂／／．ノア :F！！.者宅老

レヲ i·wr~品科

上の i笥をフめてよグ）問題をづき之える乙、

同テl~ lまアがt生手？で’（ 3.パ勾イ園ある。
アの？にをさば 1乙芝〈以 S） 等分して~ ＼るのでえ
ず三 | ρ 
ノえXS- べ，

l ttrCt~ばアf く 3×テ〉イ回集まっているのでい

｜似ていほ 3 ＞＜. 定一乙＇~なる。
「え×~

一
一

ょ
一4／

～
一
、

3

一Z
L
4
f
 

l

玄
// 



子し、視返そえ護金飼主え閣守手，. ;lllll8ー. J乙.3

文学パI(;.i 6寸／分~文久わっ 3事 2 （担当或）
タ数のわり算のオ変哲 ／以 ／6ー／
〈ヤ1' .－ミシク‘アγ フo)

C会体が｜毛2表1111 Q) ~主4手術 l~a守 () 
~LJ. 1 I I 7の；：：~ ~ （ま－＿｛

．」｝（〉。

I- . アiま ll を（己てにく ）イ菌、
Jこに（ ）イ固に等分切
いる。 ·s'ti、ら件-z. I 主と Z

ぇ J 八 c-J

③射：キfe\""' 向日号 とわ多わすことが＇c，きる。

じらク乏の子p1}1ま析.~芝あらわず《
〈考え方〉アがt f三てに〈 ）樹、よと｛二（ )1@ 

~ま3ている必之‘〈、ビD／ク~（｝斉予介
のタ：笠乏 1江アが、く色て〉メ〈占よ〉イ函令

Cシク考？づケめ丈芝さは（ ) t 扮るがt ♂） x~~、斗
G 舎ふか寸 iゐ尚 ( ） μ い勺ムd；ら，；；~ 

イの丈をさ t1" ~ I -=::--£（フまゾムQ)
〈」て ）Xt ~） l ( ) } 

Cシク考ち今ぱ／イ坊がたてに〈 対局で
一）×（ ) ｛~11υ£ ） よ乙（二（ ）イ固なのZ・， c \1まリ ) 

く）メ（〉〓r( ) J 

qタ＇］遜J I 壬 mヂのカ、自ヲス乞芝れい\l乙
守fコt〆企．“ιtλ

／ぎ乙夜吟レ花勺 l rrf あ巴リイ乙印税！ば
いくらでtす力、

J A風矢
~~ジづ：1(1~

什 々と多？で，， / ·i£ちあらわレている°-1.J..L J 
〆.／ / .J ([) ）帆9.(-:. h色~夕立系の万戸づ第二で4

t~V ／ウ／二i i翁 --c＼あらわしてみよう ρ 仇儲仁）

ク／＇~〆｜＠者、め断換の－丈乞さちオミト妙。
i、＇，ムノムJ 糸今週~~｛まんは。で‘分｛怖の之u
別会F『』 v l?f習のようにか ＇1 て芳之る。

-'J~1 ③ l '11ユ｛二 rii)JJJv•( ）メ（ ）倒的
一＠！えi乞lま②かけ（ 〉メ（ ）（自あ毛'llfZt\

f ,l榊父~I ②め－；：：＿~~ は（）；（ 川崎
I~〆！ ｮ lm2め仰のあ肴jの受ば
'- I仇ユメきが < 〉メ〈 ) lユなる（こりマ末みる）

( ) x( ) 。 をpなる

,/, ,/ -3 、三戸 x J立.y~ヱ
伎で／玄Zご？で 3-- x -zハチ



ダ：7

ivo I I 6""1- ユ ｜〈わ急げ ） I 

11 ⑦テ十／千
分数のわり算 l在、例制分較の介役分約 II 0 

°＂っくリ込レてかlアゐ。。乏叙（こしてゲける〉

- 

. 
、、

線認
①｜ γ5 

－－－~ー・3 、ケ

I ' I ③~－ －て jτ

命。ムょー，_J_ 
....!./ Aノ3 ｷs 

③ゴ主ム _2_
b 8 ＠づ十ク

ー
一F

4
3
 

@ 
＠之がのね之ぽの畑はきましι

lm3 れリイ似のオ乙ちまl 1 （：：.＿~［ニなりま秋
久、

M算

＠~し_I_
守＼ワ

③ l÷十さ

＠え十｜ム
3 I 



くヴア数のヌ＇］ の使い方〉
〈問緩！）

!£ 
I i笥之、•｝孝之与と
_, l 人介lま

L- 一ーーーーーーー・ー .1- -- -- －ーーーー・什

牛弘！乙乏 3 人てい等しく分げてのU 日号、 〈問題3)
i 人今 lまいくらにな ＇） 手ずか。

牛ぎしどトL·~3人てけ等レく今l月時l夜、 iゅは

ョえ＼ 計算

ゅ問題を i習を反ってづ考えると
「Iι ！）

この愛ぽ

（問惣又）
牛舎し 2 乙~ 31にで’等しく介｛アてのむ崎、
！人ケの愛 lまいく与になるかQ

3え 計算

いムりになる :ic>＇ 。
！え I ＼乙 l 乙

ーーー・・・ーーー－－－ －·・ー『ーー・ー司凶ー－ ... ＿』・ー－－－ー－ －司 ・. -ｷ- -- ，・ー咽－－，ーーー、，ーー

衣J τf芽

く設とめ〉
号tf I ） 鋒の倭 lミ



/VP.え

タ欲的＼け捧 iシ 1tl て髭茄ずるニム
くイタt J 惣〉
のよ x~乙 l ρ ょこでも幻づかで＇ Z~

ス λ3 ＝又x.3 と。／分dーとタチちか句

。と i X ~~I 
ぬメ 3

l ＞丈｜

一
一
6
7
 

X
 

つ
ニ3

河
川
炉

仰
げη〆

/
de 

-P 
4
1
 

3、」三× _s_二
づくれ 6 

4 三ムムー
？、？一

2tずれいかれろめで：的タずる，

よム＿＿£＝
6 、 126. 

づ投手ヒタサZ i司α弘之、わ仲 1
か乞そカ｛／安みくめない。

⑦ヱ

(=; 
6. 三一今ヱ＝
/ 2 I ：ユ

約分Z‘’？るタdテサチ
ちさかすe

千とヱノ合、“2Z·· 糸ヲタ（uきる

かうすl ｝。

η
Jム
ヴ
／
一

，

X
V
〈
V
〈
一a
x

－
－
仏
・
・
・
一

〉
2
7
d一
一
～

4
3

×

l

丈
匂
一2

ね
いl
一
千
L
C

C

l

 

・4，，ー

一司ーーー



吟
r

l
レタ

ー
ノ

，
娼
守
フ
、

3

＼
ノ

乞
JW

( 
A
N’
イ
σ

め
判

め
切

な
N
l
！

な
l

人
／
一

J
i
y

よ
ア
二

の
一
「
一

同
丘

Fレめ
瑳

7

・
伎

は
制
芳
雄

九
こ
一
し

グ
特
約
一
ク

J

（
盆
牛

笠
コ
め

洋
遡
崎

F

，

M
m一

w

i
l
l

一
、
ノ
？
く

ω川
町
一
放

仙
川
ロ
タ

お
包
先
手
（
川
隆b
c

白
川
一
M

後
必
一
謬
｜

殻
左
手
一

路
魁
計
一
ザ

似
、
；
・
今
日~$~｝天守；笈とか て＂丈

この時の牛すしの撃lま

です；

_(61停まうちてい使うこt/o＂~夕、介勧〉いし頃）

ｷ-A. ょうかん i 浄ち 31亡でタアげて俊勺る。 jんづりri:~

,' ／グ ！仇 3物レ向之（I
1人々 iま去という。

くぢ乞のよう治、え （／）－：り

6 とのどうかん乏 5 等タしれら、 l -t;ut-L叫
〈わとのよクかんの ) \ 

末、これらほかとの丈を乏乏！と秀之て、そ似
をイ可等タレL't＇るかをゆ数てlt あらわしてtJ;t1;, 

図者いりん乙t引回と孝叫ん乙＇＇／S~3イ困あ~a:牝
かりん心、の考11~ l古毛と l ）う。

わりめ 5 

dうぐう＠⑫＠

no 
イ9

う
し
什
つ

J
f
l
 

－
－
乙
＼
ノ
り

か

矧
初
旬

4
3え
レ
A
M
C
μ
 

K
A帆
／

L
Z

／

勧
め

3

一
グ
／
一
ク
市

川
川
と
一
一
三

r

タ

j
℃
ま
）
、
一

2

一
ほ

め
の
（
手
グ
ヘ
沢
一
ク
’
d

－

J
d
粁
傷
々
J
一
一
一

Jリ

ル
新
さ
に
ぺ
恥

川
政
ふ
η

ん
一
グ
之
一7
4

え
い
m
d私
十

r
M

？
，

W
i一
タ3
一
ク
八
千



＠ーム~ __i_一三
v ヂ－， IρF 

~／~ M.，え

十去のように併がも称、う時瓜食鍛ふ
ぷ乞身校v、今多「算ず仰はで‘l<!.2·列 ク / 

いーム r l x ター← I>< ;j_ ーム三一之 I (j) ÷ 一ーす乙
てT 号ーも X 与 t 制ースゲス今ーヌ今 1

。之x Jζ ニ
ア（乙

(j) 3 －－－＇ζτニ
7万× 6

ぬか汁奔 3u_L _ 3x.Y ー ラ
：ト 7 ーデx7 －又ぎ

4子手bうレ、ゐラ也ウレ2とが7る。

みわ？算

⑦三ームー上三
今、、ア

(JD) 16 ~ J:_三
、~ 33 、／／

②一之~ __;]_-= 
j与／与

チ
一
μ

十
哲
／
一
ρ

線
①

乙もれてゆ救の矧（正治会ソて＂す；多、っかわされ1 し花。

(3) ---6= 十三一－
¥iV 6 ;--

＠よ－ ＿！＿乙＝
s- 2 



札幌主主友整自主夜間中学 2年三t 数学 WO I q 
智＇／合ユ k と比のイ色刷土.z;t..93 200守年之自 If 日
?:A ~ ?i-0 1J' Iミ

エ 比めたたっ 71 のリあい さごう

例制〆合を：の記号を《史ゥ

2 

2 つめ；萱己 と

て去し迂す．
〈らべ. ，.ヒヒ色の剖ノ合

⑨⑧⑨⑥ 

ひと ウ〈

等しい比を作リます。
「－＞c.2 一一一一-i 「 ÷4一一てし

lま 3 イ匡］

jま Sイ固

3:5 

3=4=6:8 4=8= J ：之
＆町し－x.2 ---1' L�4__j' 

ー同じ委文左カ、けたリわったりし之もよりま閉じ？“す
b,1旨い もと

3 比のイ主を 1t<：めます
4 ；ブりにlまずは付す
米アをもとにす 5 量 、 4 左比べ、うれ 3量
としたこをの 守＇J佳子

if 、数て衣すこヒもで き ます． ......__/} 

2 ：党ニよ－：： _J_: 0. 25 必尖
u 8 4 v -]

ぐ手＊ 習〉
l 次の制令を比イ表しまし£う．
(I) 8 と 17 の宮Jj 谷 答k
(2) 21<.~ と？均約 Iさ1~ -1争 本－
(3) 20グトヒ l B寺閉め 害＇J令 疹ーーー

2 次の比乙与 し l 少に左宮きてましょっ－
Cf) 
ユ：ふぐ：）（ :) 

3: 7 c ： 、〉（：〉

（ヱ）次のよに主力、んた んにしましょう。

9 : I ユ（ : ) 8 : 14 く：〉

3 次の比例イ直を求めまし ょ う

(I ）之： 5 （ 一一 〉 (2) 6 : 9 （ 一一一一）

(3) 20 : 24 （一一一一〉

くぶま 17> 
1 次約三丈之、、口l亡あ て はお数左～れ設 しょう

の 3 ：ア ＝ 60 ：口（2)28 : 49 =l_J: 7 

ο）支 ζ孝弘戸frttr~をめ兆ほえS れで京
えは／ SO 円寸与 っ てい ます
茅 l立いく ら千子？ っ τ し＼ 三寸か．



のきlj会ぽ
3 百分キ左昔f等しよしとク。
四 角の中 i 二 入→ 7 い 5圃ヌ iま
c ＇＼くらてすか？

2 左手主数掌ト（O 乏0-1
J怯当 土~EB 2ooq与之 R 18El 

太問主主友墾： t_- -3三友f&f/tf' 3= 
官I I合、2 「百分卒＝と歩合

はっ与 ＝0.4 = 40 lo 
l吉元三 0.6 ~60/o

1 百介寺三のゑしすた 〈 基浮 j 00) 
i 個の／マン包 10 0個 iτ分！？ました。

対ニペ ら ぱしよう萱〈 圃 又＠ ）
七とにす 5豆〈 園 ＋＠高わ

主人

習〉く線

百分率てて、表 しましょ う

清.， l , 1 I ン ゴ

万

青い ＇ l シゴ

‘
、‘
z
’
’
’l
 

，
，s
a
、

＼
i

ノ

4
μ
l
r
 

l

セ

牢
パ
M

M

W

 

一一一
一
l
J一一一 hlJ
2E

「
ー
ート
；
1
1
1
1
1
1
1
i
1
1
1
1
1
1
1
1
ト
｜

L

園 ！ま
分数
I 0 0 

o.o I I } ＼数

2 歩必の長し かた （基準 10) 
j ヌトのようゲんを 1 0個 j 二分iナま した。

〆
(2) 2 00 向のよ千ウ、んか 60 円引をになっ（ ~す
作T ガ引き．で、 寸今 、

辺三
主〈

T l . TTIIClJ 固ま
歩令乙色分孝 介数 古寸

栄 I0 :'I = I o o io 二 i I iJ ＼数 h
I ~＇ I ご 1 0 メ τo. I . I ‘ f 

j クデヱ l ガご O0/ 歩合 j ぎ＇ J



札幌王室友塾自主夜間中掌 2 年生数まれの20-2. 回中す 2 年生之、、数 rt b、、喝さです比答えた
割合之「百分李乙歩合コ練習間態 人は 30人中之l人でした。

担幻及m 200咋 2~ L~日 数~ゥ、、亡す3れいすて』と答えた割合＼は何／守一
七シトですか。

回 ii ＇数で表した言＇l令き百分宇 γ表しま
しよう。
(I) 0.03 ( メ〉

ー
ν
l

レ

表
去
、
フ
畳
、
ー
し

入
管
表

歩
汗
－Fと
か
）
）

）
合
、
ノ
）
百
万
ガ

メ
ザ

ρ

到
引
き
乙
会

，
副F
，
．
，

.. 

ー
曾
ロ
／
＼
／
＼

〈
ぐ
し
（
（
た
分
分

。
。
表
《
／

0
1
2
4

4
5

了
、
ハ
ん
幻
幻
決
割
引

0
0

、
苧
よ
S

そ

2

）
）
分
し
）
ヴ
ム
ロ
ハ
ノ
）
）

2
3

／

a
u
o

－
ち

j
一

2

C

（
百

z
d

ヰY
J

（
（

回
国

三

之与量 30人 ゴ
rマれ~＂t" 21人－

式

答 Yo

ぐあ、 J iナ〉

の をいているとこ 3 に教まを入似しよう。

iト数

分数
32 
I 0 0 

／十セシト 85 弘

歩合 ユ響＇／紛



. .，－～「〆『＂＂

ぐ あま j十〉
ウ、け算ゥ、、にがでゴ す lこグ

J欠ム 1 0 こ 左手1 ほん 3 た‘ げて‘自信手つき ま す：

{ 
』

年生主文き7 的 2 l 称
荘正当 I友 B

.2.Do9l干 3 月斗日

才J主主主友主主自主丈問中~ 2 
学＇j 合 3 r~，1合、 左表す グ ラ フ」

f
o
η
l
o
o
O
／
 

V
八
x
x
x

f
b
r
o
f
b
f
b
 

。
x
u

Q
／

宮 〆

8 x 
ヮ
’o
o
タ

x
x
x
 

マ
ノ
マ
／
ワ
／

ー

- と 円 グラ フギ：ク ラ フ

x <J 

τ 力、 l寸隼 ， がでさます．

? 

ーー

米－指左つ ウ、つ

学校の前を通った恵の種類別の台数の割合

｜ ｜ ｜ト！ ？ ｜ ｜鉄 llJ ~· ｜ パス I 7, I ? I そ倒色｜
I l グ I I I I 

o 10 20 30 40 so 60 10 Bo qo 100% 

j
u
L
 

一太
一

40人の郊きな食べ－物の 17'1- 言尺

90 メf牛『‘『、弘
、＼ヤ．ー

斗 20

, ？、 ．

30 ..f. 

4と

う

物
よ

べ
し
会
し

去
な
主

－F
A
a

」
セ
ル
山

宮
一
旬
以
イ

左
に
第
一

フ

人

た
な

－
フ
刊
しう

グ
え
ま
よ

向
井
て
ず
さ
《

中
間
次

2
 

ノ30
/ 

之年 生意文学手？. 3 

\ 
70 

: 入 学又 守＇I 命入
1 1クレー－ ライスi 1 6 人 労 1
一弓 ー メ χ1 _J生ムー 必 ； 「一一l
υ ンカヅ｜生z； ー メ I I 勿IJ I 
l その従 ！ 6人 ！ ;!, I 万子ライス何人数
L き7 . 14Q人 I .J 0立五」 中掌生め人数

珍


